
 

 

春の暖かな日差しの中、令和７年度の入学式を無事に挙行し、新入生を迎え入れることができました。

保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げ

ます。 

期待と少しの緊張を胸に登校してきた新入生たち。入学式や始業式、そして各クラスでの活動を通して、

早くもたくさんの頼もしい姿や心温まる場面が見られました。 

朝の集合から生徒たちは教員の指示をしっかりと聞き、入学式本番へ向けた廊下での整列や移動など、

迅速に行動できていました。説明を理解し、集団として行動しようとする姿に、感心するばかりでした。一人

ひとりが状況を判断し、まわりと協力して行動しようとする素晴らしい態度が現れていたように思います。 

また、式中には、来賓の方のお話に対し、自然とお辞儀をしたり、静かな拍手で応えたりする姿も見られ

ました。こういった一つ一つの行動が、会場全体に温かい雰囲気を作り出していました。相手を尊重し、場

に応じた振る舞いを意識するという、良好な人間関係を築く上で大切な要素も備えていると感じました。 

学級活動においても、たいへん多くの資料が配布される中でも、生徒同士で協力し声を掛け合う等、前

向きな姿が見られました。これは、仲間と協力して物事を進めようとする力の表れと言えるでしょう。さらに、

担任へ質問したり、生徒同士で確認し合ったり、楽しそうに会話したりする姿が多く見られました。互いに助

け合いながら学びに向かおうとする意欲的な姿勢は、大変素晴らしいと感じています。 

これらの生徒たちの姿は、まさに本校が目指す教育目標「一人でできる自力を鍛え、まわりの人と協力

や助け合う関係を築き、学校・学級・社会の課題を解決していく子どもを育てる」に繋がるものです。すなわ

ち、自分で考えて行動する「一人でできる自力」を鍛え、挨拶や日常会話といった基本的なコミュニケーシ

ョンを通して互いを尊重し、「まわりの人と協力や助け合う関係」の大切さを学び、クラスや学年という集団

の中で一人ひとりが自分の役割を果たし、協力してより良い環境を作ることで「学校・学級・社会の課題を

解決していく」力を育んでいます。 

全校生徒一人ひとりが、日々の学びや経験を通して「自力」を伸ばし、仲間と「助け合う」ことの素晴らし

さを実感できるよう、教職員一同、全力で支えてまいります。保護者の皆様におかれましても、引き続き本

校の教育活動への温かいご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 



 

 



 

4 月 11日（金）、本校体育館にて離任式が執り行われました。この日、２・３年生の生徒たちが集まり、今

年度、本校から転任・退職される先生方をお見送りしました。生徒たちは感謝の気持ちを込めて花道を作り、

先生方との別れを惜しみました。新しい年度を迎えた生徒たちへ、第一中学校を去られた先生方から温か

い励ましと、今後の学校生活の糧となるメッセージが贈られ、その中で「成長」と「共生社会の実現」という

二つの大きなテーマが強調されました。 

生徒たちへ向けたメッセージの中に次のようなものがありました。「失敗から何を学び、次にどう活かすか

が大切であり、目標を見つけ、粘り強く継続する姿勢が自らを高めることに繋がる。」これから様々な経験を

通して成長していく皆さんに向け、失敗を恐れずに挑戦し続けることの重要性が語られ、生徒たちにとって

は、前向きに進むための大切な心構えについて、改めて考える機会となったはずです。 

また、これからの社会を生きる上で不可欠な「共生社会の実現」についても、メッセージが送られました。

共生社会とは、年齢や性別、国籍、障がいの有無など、互いの違いを認め合い、困っている人がいれば支え

合う社会のことです。その実現は簡単なことではありませんが、私たち一人ひとりがありのままで在り、それ

を互いに尊重できる関係を築いていくことで、確かな一歩を踏み出し続けることに繋がります。 

その他にも、日々の学校生活や学習の様子、部活動や学校行事での思い出、そしてこの春から最高学年

となった３年生への期待など、それぞれの先生方が本校での日々を振り返りながら、生徒一人ひとりへのエ

ールを送ってくださいました。 

２・３年生の皆さんには、離任式で先生方からいただいたメッセージを改めて胸に刻み、新しい学年で

「何か一つ目標を決める」こと、「良い一年にするために、今後の行動を決める」ことを実践してほしいと願

っています。失敗を恐れず、互いを認め助け合い、支え合いながら、実り多き一年にしていきましょう。 

 

 

これから本格的な水遊びのシーズンを迎えるにあたり、河川での安全な過ごし方について、改めてお願

い申し上げます。 

1. 河川の危険性について 

河川には、見た目には穏やかに見える場所でも、目に見えない深みや急な流れの変化など、常に

危険性が潜んでいます。お子様たちが個人やグループで河川に遊びに行く際は、必ず保護者の方

や大人の引率者が同行していただきますようお願いいたします。 

2. 水に親しむ際の安全対策 

河川で水に親しむ際は、安全を最優先に考えてください。ライフジャケットを必ず着用するなど、十分

な安全対策を講じていただきますようお願いいたします。 



3. 警報・注意報発令時や天候急変時の対応 

大雨、洪水、波浪、雷等の警報や注意報が発令された際には、絶対に河川に近づかないでくださ

い。また、外出中に天候が急激に変化した場合は、集中豪雨により河川が急激に増水する危険性が

ありますので、速やかに河川から離れるようお子様にご指導ください。 

4. 増水した河川には絶対に近づかない 

増水した河川は非常に危険です。絶対に近づかないよう、ご家庭でもお子様にご指導をお願いいた

します。 

本校では、引き続き児童生徒の安全確保に努めてまいりますので、ご家庭におかれましても、上記につい

てご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

就学援助制度は、高槻市立小中学校に在籍している児童生徒の保護者に対して、学標品等を援助する

制度です。本日お知らせを配布しておりますので、ご一読いただき、必要に応じて申請のほどよろしくお願い

いたします。なお、当初申請期間は５月 23日（金）までとなっております。 

 

 

昨年１１月より、市内小中学校における夜間・休日等の教職員の勤務時間外の電話につきましては、下

記の通り、音声ガイダンスによる自動応答電話対応（録音機能はありません）とさせていただいております。 

本趣旨をご理解いただき、ご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

【自動応答電話対応時間】 

 平日   ：１９時 ～ 翌朝８時 

土日・祝日・長期休業中 ：１７時１５分 ～ 翌朝８時３０分 

※ 自動応答電話対応時間は、原則学校からも家庭への連絡は行いません。 

 

 

昨年度より、回線の混雑緩和を目的として携帯電話が導入されたことに伴い、今後、学校からの発信は

原則携帯電話から行うこととなっております。 

つきましては、下記の電話番号をご登録いただき、着信時はご対応くださいますよう、お願いいたします。 

０７０－６５２７ー４８００ ０７０－６４４９－９６２６ 

０８０－２４３３－６４９２ ０８０－７６１２－５８２１ 

  



 

 


